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毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　部
水　巻　町　発　行

見ごとに咲いた

リュウゼツラン

・

、

《

八
月
初
め
、
猪
熊
の
大
場
金
吾
さ
ん
の
庭
で
、
日
本
で
ば
珍
し
い
リ
封
か

．

Ｉ

▼

　

－

ゼ
ツ
ラ
ン
が
花
を
開
き
ま
し
た
。

七
～
八
メ
ー
ト
ル
に
伸
び
た
こ
の
花
は
、
メ
キ
シ
コ
原
産
の
多
肉
植
物

で
、
長
い
年
月
（
五
十
年
～
六
十
年
）
の
間
に
一
度
だ
け
し
か
咲
か
な
い
花

と
し
て
有
名
で
す
。

（
写
真
は
リ
ユ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
と
、
そ
れ
を
咲
か
せ
た
大
場
さ
ん
）

町の人口
（51年7月禾現在）

人　口　2’4，332

男11，794

女12，538

世帯数　7，244
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◇見舞金は

災 害　 の　程 度 入　 院　 日　 数 金額

等
級

死　　　　 亡 ・60

奪

級

不　 具 廃 疾 30

等

級

180日以上の

医師の治療 を

要 した障害

3（旧　打‾以 上 12

240日 ～299日 10

180日 ～3 9日 8

150日～ 179日 7

120日～ 149日 6°．

期日～ 119日 5

60日 ～　89日 4

30日～ 59日 3

30　日　未 満 2．5

四

等

級

90日以上 18ｂ

日未満の医師

の治療を要 し

た傷害

150 ］～ 179日 6

120 日～ 149日 4．5

％［「－119日 3．5

細目～　89日 3

30 日～　59日 2．5

30　日　未 満 2

五

等

級

30日以上90日未

満の医師の治療

を要 した傷害

60 日～　89 ［］ 2．5

30 日～　59 日 2

30　日　未 満 1．5

六
等
級

7 日以上30日未
満の医師の治療
を要した傷害

20 日～　29 日 1．5

20　日　未 満 1

※入院しない場合は各等級の最低額です。

㊥万一に備
○
…
町
で
は
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
か
た
…
○

○
…
の
急
場
の
生
活
の
窮
状
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
…
0

0
…
し
た
、
一
日
一
円
の
保
険
、
交
通
共
済
制
度
を
つ
く
…
○

○
…
り
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
か
ら
期
間
統
一
を
行
・
‥
0

0
…
つ
て
い
る
た
め
、
九
月
三
十
日
で
契
約
期
間
が
切
れ
…
0

0

…

ま

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

0

0
…
継
続
の
手
続
き
は
九
月
一
日
か
ら
受
付
け
ま
す
の
で
・
‥
0

0
…
早
目
に
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
…
0

0
…
ま
た
、
こ
の
制
度
は
住
民
の
み
な
さ
ん
の
相
互
扶
助
…
0

0
…
を
基
本
に
し
た
共
済
制
度
で
す
。
お
互
い
に
助
け
合
…
0

0
…
え
る
よ
う
象
族
ぐ
る
み
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
…
○

た
、
五
十
年
十
月
一
日
以
降
は
、
区
域

外
に
転
出
し
て
も
、
共
済
期
間
内
の
契

約
は
有
効
に
な
り
ま
す
の
で
、
契
約
書

は
大
切
に
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
年
額
三
百
六
十
円
。
中
途
加
入

は
、
毎
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
月
数
×

三
十
円
で
す
。

）

で

き

る

か

た

出

金

対

象

と

な

る

事

故

水
巻
町
、
北
九
州
市
、
芦
屋
町
、
遠

貿
町
、
岡
垣
町
、
中
間
市
、
京
都
郡
、

行
橋
市
に
お
住
い
の
か
た
。
（
修
学
の

た
め
こ
の
市
・
町
外
に
居
住
し
て
い
る

学
生
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
）

ま
た
、
住
所
が
こ
の
市
・
町
外
で

も
、
町
内
に
勤
務
場
所
が
あ
れ
ば
本
人

に
限
り
加
入
で
き
ま
す
。

一
世
帯
百
円
（
二
年
目
か
ら
不
要
）

済

ｌ
一
期
　
　
間

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
、

耕
う
ん
機
、
汽
車
、
リ
フ
ト
昇
降
機
、

荷
車
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
北
九
州
市
営
渡

船
な
ど
の
乗
物
に
よ
る
人
身
事
故
（
た

だ
し
国
内
で
の
事
故
に
限
る
）

て
役
場
住
民
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ

い
。
①
　
警
察
署
の
発
行
す
る
交
通
事

故
証
明
書
、
㊥
　
医
師
の
診
断
書
、
㊥

加
入
者
証

ま
た
、
自
転
車
の
転
倒
に
よ
る
事
故

な
ど
で
、
交
通
事
故
証
明
書
が
と
れ
な

い
場
合
は
、
か
わ
り
に
目
撃
者
証
明
が

必
要
と
な
り
、
目
撃
者
二
名
が
必
要
で

す
。
事
故
証
明
書
の
か
わ
り
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

6
5
歳
以
上
は
無
料

加
入
す
る
に
は
申
請
を

六
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
、
町
が
掛

金
を
負
担
し
ま
す
の
で
、
無
料
で
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
加

入
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
印
鑑
を

持
参
し
、
役
場
住
民
相
談
室
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付
け

は
、
役
場
住
民
相
談
室
で
扱
っ
て

い
る
他
、
各
地
区
の
婦
人
会
で
も

取
扱
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
住
民
相
談

室

（

蜜

6

0

1

・

4

3

2

1

）

に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
九
月
三
十
日

ま
で
の
一
年
間
。
中
途
加
入
す
る
と
き

は
、
加
入
申
込
み
の
翌
日
の
午
前
〇
時

か
ら
次
に
来
る
九
月
三
十
日
ま
で
。
ま

．√牛

見
　
舞
　
金
　
の
　
請
求

9
月
の
心
配
ご
と
相
談
′

町
社
会
福
娘
協
議
会
で
は
、
9
月

の
心
配
ご
と
相
談
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気

次
の
書
類
を
そ
ろ
え
、
、
印
鑑
を
持
㌧

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
．
1
Ｊ

ｌ

，

　

　

　

　

ヽ

▽
日
時
：
9
月
6
・
1
7
・
2
7
日
、
時

間
且
い
づ
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
澤
＼
、

▽
相
談
内
容
　
金
銭
の
貸
借
、
ｌ
離

婚
、
相
続
、
借
地
借
家
、
子
ど
も

・
老
人
の
問
題
、
人
権
の
問
題
、

ヽ

1

・

1
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広
島
市
新
和
少
年
団
を
迎
え

交

　

歓

八
月
七
日
、
頃
末

の
勤
労
青
少
年
ス
求
．

－
ツ
セ
ン
タ
ー
に
、

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
は
広
島
県
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
、
新
和

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
迎

え
、
交
歓
試
合
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
三

月
に
広
島
市
で
行
わ

れ
た
交
歓
試
合
に
、

水
巻
の
下
二
チ
ー
ム

が
招
待
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
回
は
逆
に
広

島
市
の
新
和
少
年
団

試

　

合

を
招
待
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

新
和
少
年
団
か
ら
は
小
学
生
チ
ー
ム

十
五
名
と
中
学
生
チ
ー
ム
八
名
が
来

町
、
水
巻
の
下
二
・
頃
末
・
猪
熊
チ
ー

ム
と
そ
れ
ぞ
れ
九
人
制
の
試
合
を
行
い

ま
た
、
中
学
生
は
、
今
年
の
春
に
広
島

市
を
訪
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム
を
編

成
、
六
人
制
の
試
合
を
行
い
、
相
互
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

全
国
的
に
盛
ん
に
な
る
小
学
生
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
で
す
が
、
連
日
の
猛
練
習
で

水
巻
町
少
年
団
の
レ
ベ
ル
も
全
国
的
に

高
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
八
月
二
十
三
日

に
は
静
岡
県
藤
枝
市
で
開
か
れ
る
全
国

大
会
に
も
下
二
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参

加
い
た
し
ま
す
。

へ

、

一

軍
譲
　
業
務
ゐ
ノ

移
　
動
．
相
　
談

援
護
業
務
の
移
動
相
談
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

今
回
も
患
給
法
及
び
遺
族
等
の
援
護

法
の
改
正
が
あ
り
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
事
項

一
、
旧
軍
人
、
軍
属
で
傷
病
に
よ
り
死

亡
し
た
場
合
の
遺
族
援
護

二
、
戦
没
者
の
遺
族
等
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
及
び
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

三
、
ノ
戦
傷
病
者
の
援
護
に
つ
い
て

四
、
旧
軍
人
・
軍
属
等
の
普
通
患
給
、

普
通
扶
助
料
、
一
時
恩
給
な
ど

五
、
旧
軍
人
・
軍
属
等
の
公
務
傷
病
、

障
害
年
金
の
請
求
な
ど

六
、
旧
軍
人
・
軍
属
等
の
叙
位
叙
勲
に

つ
い
て

七
、
そ
の
他
援
護
業
務
全
般
に
つ
い
て

マイクロバス巡回時間の変更
9月1日～11月30日

町では、老人憩の家「えぶり山荘」のマイクロバス

巡回時間を変更し、9月1日から3ケ月間、次の路線

図のとおり運行します。

マイクロバスは時間どおりに運行していますから早

目に停留所でお待ちください。

、◆

ｌｌｌｌｌｌＨｌｌｌｌｌｌｌｌＨＨ ＨＩｌｌｌｌＩｌｌｌｌｌｌｌｌｈＩｌｌｌＩｌｌｌｌＨＩｌｌｌＨＩＩＨｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌＩｔｌｌｌｌｌｌＨｌｌｔｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌＩｌｌｌｌＨＨＨ ＨＩｌｌｌｌＨｌｌ

▼
日
時
と
相
談
場
所
　
9
月
8
日
、
1
0

時
～
1
6
時
、
折
尾
公
民
館

・
宅
地
建
物
取
引

主
任
者
資
格
試
験

◇
試
験
日
時
　
1
0
月
2
4
日
、
1
3
時
～
1
5

時
◇
試
験
地
　
福
岡
市
西
区
大
字
七
隈

1
1
　
福
岡
大
学

◇
受
験
願
書
の
請
求
　
受
験
願
書
等
の

用
紙
は
、
8
月
1
9
日
か
ら
県
建
築
部

建
築
管
理
課
ま
た
は
県
土
木
事
務
所

建
築
課
で
酎
付
し
ま
す
の
で
請
求
く

だ
さ
い

◇
申
込
先
　
住
所
を
管
轄
す
る
県
土

木
事
務
所
建
築
課
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
期
間
　
9
月
6
Ｒ
7
9
月
1
0
日

点
　
訳
　
奉
　
仕
　
員

養
　
成
　
講
　
習
　
会

◇
対
象
者
と
人
員
一
般
希
望
者
及
び

高
校
生
以
上
の
人
で
、
点
訳
奉
仕
活

動
を
永
続
す
る
意
志
の
あ
る
人
。

4
0
名
以
内

◇
受
講
期
間
　
9
月
1
1
日
か
ら
1
1
月
2
7

日
ま
で
1
2
回
。
毎
週
土
曜
日
午
後
2

時
か
ら
4
時
ま
で

◇
会
　
場
　
役
場
東
別
館

◇
受
講
料
　
無
料

六
必
要
な
用
具
は
主
催
者
で

支
給
し
ま
す
）

◇
応
募
要
領
　
受
講
希
望
者
、
9
月

4
、
日
ま
で
に
町
厚
生
課
民
生
係
に
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
勤
務
先

又
は
学
校
名
を
申
込
む
こ
と
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抜
取
り
が
で
き
ま
せ
ん

表
に
は
必
ず
表
札
を

▼
便
槽
に
異
物
を
捨
て
る
と
攻
取
り
の

と
き
ホ
ー
ス
が
つ
ま
っ
て
茨
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
便
槽
の
中
に
異

物
を
捨
て
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

▼
家
の
前
に
必
ず
表
札
を
出
し
て
お
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
二
面
帯
が
同

居
し
て
い
る
と
き
は
各
世
帯
主
の
表

札
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
表
札
の
出

て
い
な
い
と
き
は
汲
取
り
を
し
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
注
意
く
だ

さ
い
。飼

犬
は
必
ず

つ
な
い
で

町
で
は
昨
年
六
月
、
犬
に
よ
る
人

身
、
家
頚
農
作
物
の
危
害
を
防
止
す

る
た
め
に
、
犬
の
適
正
飼
養
及
び
野
犬

に
よ
る
危
害
防
止
に
関
す
る
条
例
を
作

り
ま
も
た
。
悲
惨
な
事
故
を
な
く
す
た

め
に
も
犬
を
飼
う
と
き
は
次
の
こ
と
に

こ
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
飼
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

▼
野
犬
化
を
防
止
す
る
た
め
捨
犬
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
死
亡
犬
の
処
理
に
因
っ
て
い

る
か
た
は
、
町
衛
生
係
に
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
拾
犬
防
止
の
た
め
遠
賀
保

健
所
で
は
不
要
犬
の
引
取
り
を
し
て
い

ま
す
。
不
要
犬
が
い
れ
ば
保
健
所
に
運

絡
く
だ
さ
い
。

5
2
年
版
県
民
手
帳
の

予
約
受
付
け

痕
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
版
福
岡
県

民
手
帳
の
購
入
予
約
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
・
・
・

こ
の
手
帳
は
、
執
務
と
日
常
生
活
に

役
立
つ
、
最
近
の
資
料
を
集
録
し
て
お

り
、
特
に
使
い
や
す
く
、
見
や
す
く
編

集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
艮
き
伴

り
ょ
と
し
て
、
曽
通
判
・
大
型
版
を
ポ

ケ
ッ
ト
に
ぜ
ひ
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

価
額
　
大
型
版
　
2
7
0
円

普
通
版
　
2
0
0
円

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
9
月
1
0
日
ま

で
に
町
企
画
開
発
課
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。ご

協
力
く
だ
さ
い

凶
器
使
用
犯
罪
の

未
然
防
止

警
察
で
は
九
月
一
日
か
ら
凶
器
使
用

犯
罪
の
未
然
防
止
活
動
を
行
い
ま
す
。

一
昨
年
九
月
か
ら
贅
集
で
は
総
力
を

あ
げ
て
凶
器
使
用
犯
罪
の
未
然
防
止
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
間
に

も
多
数
の
凶
器
を
発
見
押
収
し
、
凶
器

を
使
用
し
た
犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
て

多
大
の
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
凶
器
を
使
用
す
る
犯

罪
は
後
を
絶
た
ず
、
む
し
ろ
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

危
険
な
凶
器
の
追
放
に
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

－お　礼一

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
あ
っ
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

梅
ノ
木
区

故
吉
村
誠
一
殿
　
吉
村
高
晴
殿

故
佐
藤
一
郎
殿
　
佐
藤
恵
美
子
殿

頃
未

故
石
松
タ
ケ
ノ
殿
　
前
田
一
盛
殿

時
間
と
お
金
の
む
だ
で
す

電
話
番
号
は
は
っ
き
り
と
確
め
て

ま
ち
が
い
電
話
は
相
手
に
迷
惑
を
か

け
る
と
同
時
に
、
時
間
と
お
金
の
む
だ

づ
か
い
に
も
な
り
ま
す
。
電
話
を
か
け

る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て

ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
し
ょ
う
。

▼
電
話
番
号
を
確
め
て
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル

し
ま
し
ょ
う
。
う
ろ
覚
え
で
ダ
イ
ヤ

ル
す
る
の
は
、
ま
ち
が
い
電
話
の
も

と
に
な
り
ま
す
。

▼
ダ
イ
ヤ
ル
は
指
止
め
ま
で
正
確
に
回

し
ま
し
ょ
う
。
電
話
は
ダ
イ
ヤ
ル
が

9月のし尿汲取予定

1日　頃末、猪熊

2日　頃末、猪熊

3日　唐ノ熊県住、吉田片山、ヌメリ石、猪熊

4日　鯉口、御輪地、車返し、猪熊

6日　吉田垣添、緑風園、中央区、高松区、三

ツ頭区、猪熊

7日　中央区、猪鮨

8日　伊左座、立屋敷、吉田川端、吉田商店街

月夜待、樋口

9日　吉田本村、革返、二、下二、吉田県道筋

吉田大橋、樋口

机社宅、二町住、下二町住、古賀

宮ノ下社宅、机

新生街

吉田団地

吉田団地、頃末（15・18・25区）、松栄

日
　
日
　
日
．
日
　
日

0
　
1
　
3
　
4
　
6

1

　

1

　

　

1

　

1

　

’

⊥

荘、美吉野、頃宋（6・11・14区）

17由　吉田団地、頃末（15・18・25区）、松栄
荘、美吉野、頃末（6・1144区）

18日　下二、二、伊左座、富田本村、松栄荘、

頃末（15・18・25区）、美吉野、頃末
（6・11・14区）

20日　古賀区（83～117棟）、猪熊町住

21日　古賀区＿（56－78棟）、古賀県住

22日　古賀区（13～153棟）、樋口

24日　鯉口区、みずほ、梅ノ木区

25日　麒口区、みずほ、梅ノ木区

27日　みずほ、幼稚園通り

．’28日　血椎園通り、猪熊

「
．

も
ど
る
と
き
に
つ
な
が
り
ま
す
。
鈴

塁
で
ま
わ
し
た
誓
無
理
に
も
ど
し

た
り
す
る
と
ま
ち
が
っ
て
か
か
っ
た

り
、
故
障
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
．

▼
相
手
が
話
し
中
の
と
き
は
3
分
間
く

ら
い
ま
っ
て
か
ら
か
け
ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
れ
ば
9
0
％
は
か
か
り
ま
す
。

▼
呼
出
音
は
1
0
回
く
ら
い
ま
で
待
ち
ま

し
ょ
う
。

パ
ス
の
乗
降
は

気
を
つ
け
て

九
月
二
十
盲
か
ら
三
十
日
ま
で
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。
バ
ス
の
乗
降
で
も
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

停
留
所
で
は
…
…

○
バ
ス
が
止
ま
る
ま
で
、
さ
が
っ
て
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

○
か
け
込
み
乗
辞
は
た
い
へ
ん
危
険
で

・
～
す
。

①
パ
ス
の
直
前
・
直
後
の
横
断
は
危
険

で
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。

車
内
で
は
…
…

毎
ｌ
蓋
を
な
か
た

に
席
を
お
ゆ
す
り
く
だ
さ
い
。

○
進
行
中
の
車
内
移
動
は
危
険
で
す
．

停
宜
し
て
か
ら
立
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
や
む
を
得
ず
急
停
車
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
、
「
つ
り
輪
」
や
「
手
す
り

」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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ミ　　　　　日　曜　在　宅　医
8月29日　　長谷川医院　眼　　科　樋口　691・1017
9月5日　　伊　藤　医　院　皮膚科　頃末　691・0527

，ｆ12日　　入　江　医　院　外　　科　頃末　601・3320

日　　渡　辺　医　院　外　　科　頃末　691・26・16
ヤ9

ミ　　診療時間は9時～17時、原則として往診はしませんｏ
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